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2019 年度植林ツアーを実施！ 
 

8月 17日から 26日まで、2019年度の MJET植林ツア

ーを開催しました。植林ツアーには MJET正会員６名、

学生会員 1 名に加えて、一般の学生 3 名、社会人 10

名（内子供 2名）を含む 13名が参加して、合計 20名

が Kone Tan Gyi村と,Phyauk Seink Pin村で、計 526

本の苗木を植林しました。今回の植林ツアーでは以

下のような特徴がありました。 
 

Kone Tan Gyi 村で183 本を植林 
Kone Tan Gyi村では、村長さん以下村人 80名が参加

して、村の裏側の場所に、すでに自分たちで植林して

いた広場に、新たな場所として 3 か所の植林用地を

準備しており、そこに 183本を植林しました。 

 

  
 

Phyau Senik Pin村で343本を植林 
Phyau Senik Pin 村では、今回、新しい土地が提示さ

れ、343本を植林しました。100名の小学生が MJET参

加者と一緒に仲良く植林を行いました。 
 

  
 

学生部が小学校の環境教育を実習 
タンシンチェ村の小学校５年生に、理科の教科書に

沿った実験に必要な試験器具を寄贈して、「光の性

質」について、プリズムを活用した実験を含む「環境

教育」の実習を行いました。子供達の反応は大変良

く、先生もこの双方向教育に大変興味を持ちました。 
 

  
 

 

 

 

               2019年 12月 16日  016    

エキサイトした Chaukkan 村 

での運動会 
Chaukkan 村では、運動会は三度目で、全校生徒 280

名が参加しました。全校生徒は紅白二つのチームに

分かれて、玉入れの後に続いてサイクロンの目、パ

ン食い競争、ムカデ競争、紅白リレーの５種目に熱

狂的に参加し、「がんばれー」、「がんばれー」の声援

が飛び、興奮し、熱中しました。今年の新種目は「パ

ン食い競争」と学年別「紅白リレーでしたが、リハ

ーサルでやり方を覚えて、自分のチームが勝つよう

に、必死で応援していました 

 

  

卒論の研究テーマを探す学生によ

る野外調査 
今回は、立命館大学から学生１名が参加して、「成長

する観光産業が、近隣の村々にどのような影響を与

えているか？」というテーマを取り上げました。近

隣の村を世界遺産に含まれる村、隣接する村および

離れた村の 3 つに区分し、それぞれウエストパッソ

―村、コンタンジ―村、インダイン村を選んで、各

村の村長と 3 人の村人に対して、インタビューを行

いました。他の学生 3 名も村人へのインタビューを

分担して参加しました。この研究のインタビューで

は大変有益な情報が取得されましたので、分析の結

果が楽しみです。 

 

  

 

 



  

 

 

2016年 3月 31日 

ゴミ収集処理を・ワークショップを開催！ 
インダインモデルの普及を実践 

場所：コンタンジー村集会所 

最初に安田先生が過去 5 年間にバガン地方の水門調

査の結果を参加者の村人に「バガン地方の降雨パタ

ーン」について、セミナーを行いました。降雨パター

ンは農民にとって、非常に重要なことなので、熱心に

聞いて、ノートをとっていました。 

 

続いて、昨年同様、5つの村から村長と村人が参加し

て、この 1 年間のゴミ収集処理の事業がどの程度進

んだかをお互いに報告しました。最後に、参加者がも

っとも進んでいる村を 2つ選び、その結果、以下の 3

村が選ばれました。 

 1位：インダイン村 

 2位：コンタンジー村 

 3位：タンシンチェ―村 

 

優れた進捗状況にある村を称えて、MJET は音色の良

い「南部鉄の風鈴」の記念品を贈呈しました。   

  

 

Phyau Senik Pin 村での交流会 
今回、植林を行った Phyau Senik Pin 村で村人との

交流会を開催しました。村人は社会人と小学生の踊

り子をそれぞれ 4 組、計 8 組も準備して交流会を盛

り上げました。MJET からは日本語の歌、少林寺拳法

の型、ポップダンス、ソーラン節の踊り、盆踊りを披

露しました。特にりんたろう君とさくらちゃん兄妹

のソーラン節は、素晴らしく大勢の村人が集まり、各

演目の度に大きな拍手が沸き、大盛況でした。  
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特集１:ミャンマーの教育と人づくりの課題 
 

植林ツアーの事前学習として、7 月 20 日に城西大學

国際教育センターのティティレイ准教授に表記のト

ピックについて、概略以下のような講演をいただき

ました。 
 

1988 年の政治運動以降、教育レベルは急激に低下しま

した。世界銀行のデータによると、2013 年度教育への

支出は GDPの 2.1%で、ミャンマーを除く ASEAN 諸国の

平均が GDPの 3.6％に比べると、かなり見劣りする状況

にあります。 

 

2015－2016 年度のセーダン試験（高校卒業試験兼大学

入学試験）の結課では、受験者数 636,237 人にたいし

て、合格者数は 190,388人で、合格率は 29.92%です。 

また、義務教育はなく、低い教育費の支出のせいで、

1年生から始める 120万人の学生のうち、11 年生（高

卒レベル）まで通う生徒はわずか 46 万人（全体の 

38％）にとどまっています。 

 

このため、JICAの協力を得て、2016年 6月から基礎

教育の 11年制度（5-4-2）から 12年制度（6-3-3）へ

の移行が始まりました。この計画では、2016 年から

現在の 5才で 1年生が幼稚園生になり、6才の 2年生

が 1年生になると言う具合に調整され、2018年に 17

才で 12年生（高校 3年生）に変更になるというもの

です。 

 
また、教え方も「従来の暗記教育」から、「自分で考

えて行動する」という方法に変わります。民間の学校

も許可され、海外からの投資による外国式の

international schoolも認められるようになりまし

た。 

Yangon Academy      KUMON MYANMAR 
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定な存在になりました。 

 

1982年の国籍法の制定によって、ロヒンギャ―の不

満はますます高まっていきました。2012年に仏教徒

の女性がモスレムの男性数名にレイプ、殺害された

事件が発生し、これが引き金となって、モスレムの

ロヒンギャ―と仏教徒のラカイン族の関係は急速に

悪化していきました。同時に、ロヒンギャーの中か

ら、国籍法に反発して武装闘争に走るグループが発

生し、2016年には、「アラカン・ロヒンギャ―・救世

軍」 (ARSA)がモスレム住民を動員して、6カ所の警

察支署を襲撃する事件が起き、これに対して、国軍、

国境警察、警察が反撃しました。 

 

次いで、2017年 8月 25日には ARSAが、ロヒンギャ

―住民を動員して、ラカイン州北部にある、30カ所

の警察支署等を襲撃しました。これに対して、国軍、

国境警備隊と警察が反撃して、8 月 25 日から 9 月 4

日まで、掃討作戦が行われました。このため、ロヒ

ンギャー住民の住居が放火されたことにより、70万

人以上のロヒンギャ難民がバングラデッシュに押し

寄せ、国際社会に衝撃を与えました。 

 

現在、バングラデッシュ政府とミャンマー政府の間

で難民の帰還が進められていますが、未だ、実現し

ておらず、中長期の対応が必要とされています。 
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特集２:ラカイン州のロヒンギャ―問題とは？ 
藤村建夫 

 

ロヒンギャ―問題の背景 

ロヒンギャ―問題というのは、植民地時代に引き起こされ

た歴史的な原因に基づいています。ミャンマーの西部に

位置するラカイン州は、もともとアラカン王国という独立し

ていた王国でした。アラカン王国の領土は今のチッタゴン

地域まで含まれており、その当時は仏教徒とモスレムは

平和的に共存していました。アラカン王国は、1784 年ビ

ルマ族のコンバウン王朝によって滅亡し、ビルマ族の王

国に併合されました。1826 年、コンバウン王朝が第一次

英緬戦争に敗北した結果、ラカイン州がイギリスの植民

地になったことから、問題が発生しました。 

 

植民地政府は、コメ等の農産物や石油等の鉱物資源生

産を増やすために多くの労働者をインド（現在のバングラ

デッシュとインド）から数十万の単位で、季節労働者とし

て連れてきました。その中には帰国せずに居残った人達

がいて、その人数が、以後どんどん増えていったのです。

これらのベンガル人（当時ビルマ人はそう呼んでいまし

た）は、イスラム教を信奉しており、その人数が増大する

につれて、植民地政府が彼らに与えた土地その他の便

益が徐々に問題となり、ラカイン人とモスレムとの対立が

激しくなりました。 

 

両者の対立は、第二次大戦中に、イギリス軍がモスレム

に武器を与え、日本軍がラカイン人に武器を与えたことに

よって、両者の武力衝突がおこり、20000 人のラカイン人

が殺害されたといわれ、両者の対立は決定的なものとな

りました。 
 

戦後になって、ベンガル人は自らをロヒンギャ―と呼

ぶようになり、ラカイン州の北部における自治要求を

主張するようになりました。これに対して、1950年代、

時のウ・ヌー首相が彼らの要求の一部を認めようとし

ましたが、1962年に政権を取ったネ・ウイン大統領は、

彼らを弾圧しました。 

 

国籍を持っていない理由とは？ 

以来、ミャンマー政府は「ロヒンギャ―」という言葉

認めず、「不法移民のベンガル人」と呼んでいます。つ

まり、彼らは現在のバングラデッシュ東部に住むベン

ガル人が植民地時代以降に、不法に移民してきた人達

であるとしています。1982年の国籍法を制定する時、

古来からミャンマーに居住している 135の民族には入

らない、人々であると、規定しました。これによって、

ラカイン州北部に住むモスレムのロヒンギャ―の

人々、約 100万人は国籍を持たないという身分の不安 
 
 
 

 


